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はじめに 
本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「移動する人々のアイ
デンティティと言語使用」(2017年度)の1年の成果をまとめた．これまで刊行されてきた「接触場面
の言語管理研究」のシリーズとしては15冊目にあたる． 
本プロジェクトでは，相互行為とアイデンティティの関わりに特に注目して研究を行ってきた．ア
イデンティティと言語の関係は，現在の社会言語学，外国語教育，日本語教育など様々な学問領域を
横断して注目されるテーマであるが，それは一面では，グローバル化にともない，多言語多文化な存
在としての自分を否応なく自覚する機会が増えてきたことが関係しているだろう．また別な面では，
ポスト構造主義と構築主義によってアイデンティティを開かれた系として扱う学問的な態度が浸透し
てきたこととも関連しているように思われる．本報告書では論文3本と研究ノート2本を掲載した． 
孫論文の対象は外国につながる生徒と，彼らが参加するボランティア日本語教室である．接触場面
研究の「当事者」の言語問題の解明という視点をもとに，生徒自身がどのように教室に参加し，そこ
でどのようにアイデンティティを確立することで居場所を確保しようとしているかという課題を設定
し，長期にわたる参与観察を行いながら生徒の自発的発話のポジショニングの分析とインタビュー等
によって，彼らの教室でのアイデンティティ構築の方向性を分析している． 
ミラー論文では，相互行為の中で構築されるアイデンティティがある一方で，そうした積み重なり
によって比較的に安定したアイデンティティも存在することを前提として，遂行的アイデンティティ
と蓄積アイデンティティと名付け，「蓄積アイデンティティとは，蓄積された遂行的アイデンティテ
ィでありながら，それを一定の方向に方向付ける規則をも含むものではないだろうか」との問いか
ら，インタビュー事例をもとにしながら，ネウストプニーの類型論的アプローチによって「方向付け
の規則」の記述を行なっている． 
 龔論文は，近年の外国人受け入れ政策によって増加している中国人看護師を対象に，彼女たちが日
本の医療現場で直面する接触場面の出来事をナラティブ・インタビューをもとに，現場から構築され
ていくアイデンティティの様子を跡づける硏究ノートである． 
 高論文と村岡論文では，科研「言語リソースの評価からみた移動する人々の言語レパートリー変容
に関する民俗誌的研究」（基盤研究C）として行なったオーストラリアにおける調査から，それぞれ
オーストラリア在住の韓国人と日本人の言語レパートリーの変容の一側面を分析している．高論文で
は，来豪前に他の地域や国に居住した経験のある韓国人と経験ないままオーストラリアに移住した韓
国人とを比較しながら彼らの言語管理の特徴を分析している．また，村岡の研究ノートでも，アメリ
カ留学の後にオーストラリアに留学した一人の日本人の事例をもとに，言語レパートリーに果たす言
語的アイデンティティの役割を，類型論的アプローチと関連づけて論じている． 
報告書の最後には2017年4月から2018年3月までの「言語管理研究会」の活動報告と，プロジェクト
のメンバーによる学外での研究活動報告を掲載した．読者の皆様の変わらぬご支援，ご批判を仰ぎた
い．末尾になるが，予算配分が途切れることから「接触場面の言語管理硏究」として継続してきた本
プロジェクト報告書は紙媒体としての発行はこれが最後となる．電子媒体での発行は可能であるが，
今後の方向性については関係者とも相談しながら慎重に決めていきたい． 
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